
ａ 各事業場における現状把握と、それを踏まえ決定する実情に応じた適切な受動喫煙
防止対策の実施
ｂ 受動喫煙の健康への影響に関する理解を図るための教育啓発の実施
ｃ 支援制度（専門家による技術的な相談支援、喫煙室の設置等に係る費用の助成）の
活用
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下記の事項について、日常の労働衛生活動の総点検を行う。

（カ）「職場における受動喫煙防止のためのガイドライン」
に基づく受動喫煙防止対策に関する事項

ア 重点事項

(2）準備期間中に実施する事項

ａ 事業者による基本方針等の表明と労働者への周知
ｂ 研修等による両立支援に関する意識啓発
ｃ 相談窓口等の明確化
ｄ 両立支援に活用できる休暇・勤務制度や社内体制の整備
ｅ 両立支援コーディネーターの活用
ｆ 産業保健総合支援センターによる支援の活用

（キ）「事業場における治療と仕事の両立支援のためのガイドライン」
に基づく治療と仕事の両立支援対策の推進に関する事項





ダウンロードしてご活用く
ださい

令和３年３月改訂

令和６年３月改訂
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下記の事項について、日常の労働衛生活動の総点検を行う。
ア 重点事項

(2）準備期間中に実施する事項

ａ 暑さ指数（WBGT）の把握とその値に応じた熱中症予防対策を実施すること
ｂ 作業を管理する者及び労働者に対してあらかじめ労働衛生教育を行うこと
ｃ 糖尿病、高血圧症など熱中症の発症に影響を及ぼすおそれのある疾病

を有する者に対して医師等の意見を踏まえた配慮をおこなうこと
ｄ 本年夏季に実施した各熱中症予防対策の取組に関する確認

→来年に備えて対策を検討する

（ク）「STOP!熱中症 クールワークキャンペーン」に基づく
熱中症予防対策の推進に関する事項
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下記の事項について、日常の労働衛生活動の総点検を行う。
ア 重点事項

(2）準備期間中に実施する事項

ａ 産業医、産業保健師等の活用による産業保健活動の充実
ｂ ストレスチェックの実施、

ストレスチェック結果の集団分析及びこれを活用した職場環境改善の取組の推進
ｃ 一般健康診断結果に基づく事後措置の徹底
ｄ 小規模事業場における産業保健総合支援センターの地域窓口の活用
ｅ 中小企業における団体経由産業保健活動推進助成金の活用

（コ）小規模事業場における産業保健活動の充実に関する事項

ａ 女性の健康課題に関する健康教育や相談体制の整備等の取組の実施
ｂ 産業保健総合支援センターにおける事業者や人事労務担当者、

産業保健スタッフ向けの女性の健康課題に関する専門的研修の受講
ｃ 産業保健総合支援センターにおける女性の健康課題に関する相談窓口の活用

（サ）女性の健康課題に関する事項
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全国労働衛生週間リーフレット裏面
「産業保健活動総合支援」のQRコード
からご覧ください。
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働く女性の健康応援サイト→

女性の健康推進室 ヘルスケアラボ→



ａ 労働衛生管理活動に関する計画の作成及びその実施、評価、改善
ｂ 総括安全衛生管理者、産業医、衛生管理者、衛生推進者等の労働衛生管理体制の整
備・充実とその職務の明確化及び連携の強化
ｃ 衛生委員会の開催と必要な事項の調査審議
ｄ 危険性又は有害性等の調査及びその結果に基づく必要な措置の推進
ｅ 現場管理者の職務権限の確立
ｆ 労働衛生管理に関する規程の点検、整備、充実
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下記の事項について、日常の労働衛生活動の総点検を行う。
イ 労働衛生３管理の推進等

(2）準備期間中に実施する事項

（ア）労働衛生管理体制の確立とリスクアセスメントを含む労働安全衛生マネジメント
システムの確立をはじめとした労働衛生管理活動の活性化に関する事項



ａ 有害物等を取り扱う事業場における作業環境測定の実施とその結果の周知及びその
結果に基づく作業環境の改善
ｂ 局所排気装置等の適正な設置、稼働、検査及び点検の実施の徹底
ｃ 事務所や作業場における清潔保持
ｄ 換気、採光、照度、便所等の状態の点検及び改善
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下記の事項について、日常の労働衛生活動の総点検を行う。
イ 労働衛生３管理の推進等

(2）準備期間中に実施する事項

（イ）作業環境管理の推進に関する事項

ａ 自動化、省力化等による作業負担の軽減の推進
ｂ 作業管理のための各種作業指針の周知徹底
ｃ 適切､有効な保護具等の選択、使用及び保守管理の徹底

（ウ）作業管理の推進に関する事項
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下記の事項について、日常の労働衛生活動の総点検を行う。
イ 労働衛生３管理の推進等

(2）準備期間中に実施する事項

ａ 健康診断の適切な実施、異常所見者の業務内容に関する医師への適切な情報提供、
医師からの意見聴取及び事後措置の徹底

ｂ 一般健康診断結果に基づく必要な労働者に対する医師又は保健師による
保健指導の実施

ｃ 高齢者の医療の確保に関する法律に基づく医療保険者が行う
特定健診・保健指導との連携

ｄ 健康保険法に基づく医療保険者が行う保健事業との連携

（エ）「職場の健康診断実施強化月間」（９月１日～９月30日）を契機とした
健康管理の推進に関する事項

ａ 雇入れ時教育、危険有害業務従事者に対する特別教育等の徹底
ｂ 衛生管理者、作業主任者等労働衛生管理体制の中核となる者に対する

能力向上教育の実施

（オ）労働衛生教育の推進に関する事項
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下記の事項について、日常の労働衛生活動の総点検を行う。
イ 労働衛生３管理の推進等

(2）準備期間中に実施する事項

（カ）「事業場における労働者の健康保持増進の指針」等に基づく心とからだ
の健康づくりの継続的かつ計画的な実施に関する事項

（キ）快適職場指針に基づく快適な職場環境の形成の推進に関する事項

（ク）「副業・兼業の促進に関するガイドライン」に基づく副業・兼業を行う労働者の
健康確保対策の推進に関する事項

（ケ）「個人事業者等の健康管理に関するガイドライン」に基づく個人事業者等が健康
に就業するための取組の推進に関する事項

ａ 健康管理に関する意識の向上等個人事業者等が自身で実施する事項の推進
ｂ 個人事業者等への安全衛生教育や健康診断に関する情報の提供等注文者等が実施

する事項の推進
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ａ 「粉じん障害防止総合対策推進強化月間」（９月１日～９月30日）を契機とした
「第10次粉じん障害防止総合対策」に基づく取組の推進

(a) 呼吸用保護具の適正な選択及び使用の徹底
(b) ずい道等建設工事における粉じん障害防止対策
(c) じん肺健康診断の着実な実施
(d) 離職後の健康管理の推進
(e) その他地域の実情に即した事項

ｂ 改正粉じん障害防止規則に基づく取組の推進
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下記の事項について、日常の労働衛生活動の総点検を行う。
ウ 作業の特性に応じた事項

(2）準備期間中に実施する事項

（ア）粉じん障害防止対策の徹底に関する事項

（イ）電離放射線障害防止対策の徹底に関する事項



粉じん障害防止対策に関する意識高揚と
自主的な粉じん障害防止対策の取組みを！！

１ 呼吸用保護具の適正な選択及び使用の徹底１ 呼吸用保護具の適正な選択及び使用の徹底

粉じん障害防止対策を効果的に推進し、粉じんの有害性及び粉じん障害防止対策等に関す
る関係者の意識を高揚させ、自主的な粉じん障害防止対策の実施の活性化を図るため、全国
労働衛生週間準備期間の９月を「粉じん障害防止総合対策推進強化月間」とし、集中的かつ
効果的な対策の推進を図ることとしています。

(1) 保護具着用管理責任者の選任及び呼吸用保護具の適正な選択と使用等の推進
「保護具着用管理責任者」を選任し、令和５年５月２５日付け基発０５２５第３号「防じんマスク、防毒
マスク及び電動ファン付き呼吸用保護具の選択、使用等について」等に基づき、防じんマスクの適正な選
択等の業務に従事させること。
(2) 電動ファン付き呼吸用保護具の使用
電動ファン付き呼吸用保護具は、防じんマスクを使用する場合と比べて、一般的に防護係数が高く
身体負荷が軽減されるなどの観点から、より有効な健康障害防止措置であり、じん肺法第 20 条の３
の規定により粉じんにさらされる程度を低減させるための措置の一つとして使用すること。
(3) 作業環境測定結果が第三管理区分の作業場所に対する措置の強化への取組み
作業環境測定の評価結果が第三管理区分に区分され、その改善が困難な場所では、厚生労働大臣の定める
ところにより、濃度を測定し、その結果に応じて労働者に有効な呼吸用保護具を使用させること、当該呼
吸用保護具に係るフィットテストを実施することが義務付けられた（令和６年４月１日施行）。

「粉じん障害を防止するために事業者が重点的に講ずべき措置」
より具体的実施事項（抜粋）



５ その他 地域の実情の即した事項５ その他 地域の実情の即した事項
(1) アーク溶接作業と岩石等の裁断等作業に係る粉じん障害防止対策
ア改正粉じん則及び改正じん肺法施行規則(平成 24年４月１日施行)
の内容に基づく措置の徹底
イ局所排気装置、プッシュプル型換気装置等の普及を通じた
作業環境の改善

ウ呼吸用保護具の着用の徹底及び適正な着用の推進
エ健康管理対策の推進
オじん肺に関する予防及び健康管理のための教育の徹底

(2) 金属等の研磨作業に係る粉じん障害防止対策
ア特定粉じん発生源に対する措置の徹底等
イ特定粉じん発生源以外の粉じん作業に係る局所排気装置等の普及を通じた作業環境
の改善
ウ局所排気装置等の適正な稼働並びに検査及び点検の実施
エ作業環境測定の実施及びその結果の評価に基づく措置の徹底
オ特別教育の徹底
カ呼吸用保護具の着用の徹底及び適正な着用の推進
キたい積粉じん対策の推進
ク健康管理対策の推進

「粉じん障害を防止するために事業者が重点的に講ずべき措置」
より具体的実施事項（抜粋）
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下記の事項について、日常の労働衛生活動の総点検を行う。
ウ 作業の特性に応じた事項

(2）準備期間中に実施する事項

ａ 騒音健康診断の実施
ｂ 聴覚保護具の使用
ｃ 騒音障害防止対策の管理者の選任

（ウ）「騒音障害防止のためのガイドライン」に基づく
騒音障害防止対策の徹底に関する事項

（オ）「情報機器作業における労働衛生管理のためのガイドライン」に基づく
情報機器作業における労働衛生管理対策の推進に関する事項

（エ）「振動障害総合対策要綱」に基づく振動障害防止対策の徹底に関する事項
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下記の事項について、日常の労働衛生活動の総点検を行う。
ウ 作業の特性に応じた事項

(2）準備期間中に実施する事項

（キ）建設業、食料品製造業等における一酸化炭素中毒防止のための
換気等に関する事項

ａ 酸素欠乏危険場所における作業前の酸素及び硫化水素濃度の測定の徹底
ｂ 換気の実施、空気呼吸器等の使用等の徹底

（カ）酸素欠乏症等の防止対策の推進に関する事項

オ 業務請負等他者に作業を行わせる場合の対策
ａ 安全衛生経費の確保等、請負人等が安全で衛生的な作業を遂行するための配慮
ｂ その他請負人等が安全衛生に係る事項を円滑に実施するための配慮

エ 東日本大震災等に関連する労働衛生対策の推進（略）
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「労働安全衛生法関係の届出・申請等帳票印刷に係る入力支援サービス」は、インターネットを利用し、
企業の皆様が所轄の労働基準監督署に行う申請や届出の支援をするサービスです。
届出する様式(帳票)を作成・印刷したり、画面から入力した情報をe-Govを介して直接電子申請することが
できます。
また、入力した情報はお使いの端末に保存できますので、作業の一時中断や、再申請などの場合に再利用が
可能です。
現在は以下の様式(帳票)の作成または電子申請ができますが、皆様のご要望を踏まえて作成できる帳票を拡
大する予定です。

・労働者死傷病報告
・定期健康診断結果報告書
・心理的な負担の程度を把握するための検査結果等報告書
・総括安全衛生管理者・安全管理者・衛生管理者・産業医選任報告
・じん肺健康管理実施状況報告
・有機溶剤等健康診断結果報告書
・有害な業務に係る歯科健康診断結果報告
＊「電子申請」を利用する場合、e-Govアカウント、GビズID、またはMicrosoftアカウントが必要です。
＊「電子申請」の場合は、スマートフォンなどのモバイル端末での操作もできます。
＊「電子申請を利用しない」場合は、申請や届出のオンライン申請はできません。作成した様式(帳票)を
印刷して所轄の労働基準監督署に提出してください。

・ 検索窓口から と入力
・ https://www.chohyo-shien.mhlw.go.jp/ を直接入力

安全衛生 入力支援
□ 入力支援サービスへのアクセス方法はこちら□

https://www.chohyo-shien.mhlw.go.jp/


2021年4月1日

川越労働基準監督署 安全衛生課

令和６年度
第7５回 全国労働衛生週間

『推してます みんな笑顔の 健康職場』

ご清聴いただきありがとう
ございました
ご質問等ございましたら、
お気軽にお問い合わせください


